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 解 説  

 

１．ベトナムでの優遇業種について 

ベトナムでは 2014 年に施行された「2005年投資法の代わりとなるベトナムにお

ける投資活動およびベトナム国外の海外投資活動に関する投資法」において、奨励

分野および奨励地域に進出する企業に対する優遇措置を定めています。 

当該奨励分野については、「自動車、自動車部品、船舶の製造」が記載されてお

り、奨励地域については、「経済・社会的に困難な状況にある地域や工業団地等」が

記載されています。これらに該当すると法人税の優遇や輸入関税の免除、付加価値

税の免除などの優遇措置が与えられます。 

このように、二輪・四輪部品メーカーであれば優遇措置を認められる可能性があ

りますが、近隣諸国との競争激化によって２．のとおり国内産業を保護する動きも

見られるため、今後も投資優遇分野として認められることが確実とはいえません。 

 

２．日系大手二輪・四輪メーカーの動向 

(1) 二輪市場の動向 

日系二輪セットメーカーは、ベトナムでの業歴が長いこともあり、現地調達が

比較的進んでいます。現地調達率は 85％に達する段階にきているという分析も

あります。近年、日系二輪セットメーカーは、よりコストが低いベトナム・ロー

カル企業から調達する方向にシフトしてきています。そのため、今後日系二輪セ

ットメーカーをターゲットにしていく場合、ローカルでは製造できない付加価値

のある製品の製造、またはローカル企業と比べても競争力のある価格を実現 

Ｑ． 

当社は二輪・四輪部品メーカーで、ベトナムへの進出を検討しています。外国

資本の製造業に対する税制面の優遇はありますか。また、二輪・四輪の日系メー

カーの投資動向を教えてください。（製造業） 

 

Ａ． 

外資製造業は、ハイテク産業への該当または地方部の進出によって、法人税の

減免等の優遇措置を得られる可能性があります。 

ベトナムの二輪市場は、既に日系メーカーが高いシェアを誇っていますが、大

幅な市場拡大が見込まれるか疑問視する見方もあります。四輪市場の将来性は高

いものの、現在では EVに注目が集まり、地場企業が生産・販売を行うなどの動き

もあるため、現地の市場規模・動向を慎重に見極める必要があります。 

 

こちらは信用金庫とそのお取引先向けとさせて頂いております。 

ご覧になりたい場合は、お近くの信用金庫（検索はこちら）までご相談ください。 

続きを読む  

https://www.shinkin-central-bank.jp/cgi-bin/s/index.cgi
https://shinkin-overseas.jp/upload_file/m008-m008_03/6_Vietnam_Motorcycle.pdf

